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2026年 2月 11日 (水)
11時 -12時

奈義町宮内 (内藤さんの回)  |
集合 :津 山市役所東駐車場9:301

路緑パス (臨時)利 用     |
当日朝6時 、大雪警報の場合中止 |

新
奮
の
あ
害
び
を

企
業
団
体
献
金
の
禁
止
を
棚

上
げ
し
、

選
挙
の
争
点
に
な

か
っ
た
衆
院
議
員
の
定
数
削

減
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
市
政
権
は
、

米

国
に
巨
額
の
投
資
を
約
束
、

防
衛
費
の
大
幅
増
額
、

企
業

団
体
へ
の
補
助
、

非
核
三
原

則
の

一
部
破
棄
、

ス
パ
イ
防

止
法
な
ど
対
米
重
視
、

大
企

業
や
軍
事
を
優
先
す
る
政
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

我
が
国
は
先
の
大
戦
で
国

内
外
に
多
大
な
犠
牲
を
出
し

た
教
訓
か
ら
、

恒
久
平
和
を

定
め
た
平
和
憲
法
を
制
定
し

米跡碑世拙襴 211サ畝・剣,腐堤羅燿蚕宅璽瑠
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日鰯 a馳昭協仰影諜輩 閣貢賀褒夏俗奉伊ネしがのて喜月族
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L 十 十 会  ｀ アドん ハ 芸 .
備

中

国

分

考

申
し
上
席
孝
す

県

連

含

常

任

幹

事

会

員

・
サ
ポ
ー
タ
ー

・
支

・
読
者

の
皆
さ
ん
に
は
、

族

の
皆
様
と
お

元
気

で

月
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

て
、　
勢
年
の
衆
院
選
挙
、

の
参
院
選
挙

で
は
、

自

が
大
き

く
議
席
を
減
ら

し
た
。

こ
れ
は

「
政
治

ネ
」

問
題
や
物
価
高
ヘ

応
に
批
判
が
高
ま
っ
た

で
す
。

選
挙
結
果
を
受

公
明
党
が
連
立
離
脱
を

す
る
中
、

何
と

し
て
も

を
維
持

し
た

い
自

民
党

新

の
会
と
連
立

し
ま

し

こ
う
し
て
誕
生
し
た
高

閣
は
、

国
民
が
求
め
た

近期 上 あ S

ま

し
た
。

近
年
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
右
よ
り

の
投
稿
が
際
立
ち

ま
す
が
、

私
た
ち
は
、

苦

し

い
時
代
を
生
き
た
先
人
た
ち

の
想

い
に
馳
せ
、

世
界
に
誇

れ
る
平
和
憲
法
を
守
り
、

実

践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
企
業
団
体
や
富
裕
層

優
遇

の
政
治
か
ら
国
民
優
先

の
政
治
に
転
換
さ
せ
な
け
れ

ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た

事
に
私
た
ち
社

民
党
は
、

市

民
と
立
憲
野
党
と

の
共
闘
を

さ
ら
に
強
化

し
、

全
力
を

尽

＜
す
決
意

で
す
。

今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
短
信
】

餐

の
味
覚
を
代
表
す

る
カ
キ

の
生
産

で
異
常

の
発
生

や
雲
眠
し
な
い
熊
。

明
る
い
話

題
の
大
谷

・
山
本
ら
の
活
躍
も
（

ノ
ー

ベ
ル
賞
で
日
本
人
２
人
が

共
通
し
て
言
わ
れ
た

こ
と
は
、

明
日
の
評
価
よ
り
基
礎
研
究

の

大
切
さ
と
巻
手

の
支
援
。

運
動

で
も
共
通
し
て
言
え
る
か
も
。

昨
年
末
、

ク
リ
ス
マ
ス

・
イ
プ

も
地
道
に
平
和
を
訴
え
続
け
る

ｏ
ｌ
２
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０
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２
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２
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（
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党
定
例
街
宣
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結
果
と
し
て
女
性
宰
相
誕
生
に
道

を
開
く
な
ど
政
治
が
大
き
く
動
い

た
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
果
た
し
た
役
割

も
大
き
く
影
響
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
▼
格
差
が
拡
大
し
、

貧
困
や

閉
そ
く
感
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

る
中
で
、

な

の
に
政
治
は
党
利
党

略
ば
か
り
で
は
、

「
分
か
り
や
す

い
」

「
筋

の
と
お
っ
た
理
屈
よ
り

も
反
感

・
憎
悪
な
ど
感
情
」

に
共

感
を
雪
せ
や
す
い
の
は
当
然
か
も

▼
振
り
返
っ
て
社
民
党

の
こ
れ
ま

で
は
ど
う
か
。

先
の
参
院
選
で
初

当
選
の
ラ
サ
ー

ル
石
丼
議
員
は
、

「
社
民
党

の
動
脈
硬
化
」

を
感
じ

て
い
る
と
語
っ
て
い
る
が

（
朝
日

２
／
‐０
）
、

賛
否
を
含
め
た
率
直

な
議
論
が
必
要
か
も

▼

「
倉
か
り

や
す
い
」

と
言
っ
て
も
言
葉

一
つ

に
し
て
、

難
し
い
。

「
か
あ
さ
ん

が
夜
な
べ
し
て

。
手
袋
あ
ん
で
＜

れ
た
…
」

と
い
う

「
か
あ
さ
ん
の

歌
」

は
、

誰
も
が

一
度
な
ら
す

□

に
し
た

こ
と
が
あ
る
歌
だ
が

「
も

と
も
と
は
故
郷
に
い
る
母
親
と
の

距
離
感
を
出
し
た
＜
て

『
か
あ
さ

ん
は
』

と
し
た
わ
け
で
す
」

と
、

作
詞
者

の
窪

日
輸
さ
ん
は
語
っ
て

い
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
労
働
者
運
動
資
料
室

会
報
６４
）
お
正
尾
気
分
の
ひ
と
時
に

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

１
月

３
日

（
第
２
火
）

１
７
時

辰
巳

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

１
月
∞
日
（
最
終
金
）
中
止

い
さ

つ
が
少
な
く
な

つ
て
い
る
よ
う

で
す
。
郵
便
料
金
大
幅
値

げ
を
は
じ
め
、
特
に
高
齢
を
理
由
が
多

い
よ
う
で
す
。
私
も
後

高
齢
者

の
仲
間
入
り
。
し
か
し
、
一遅
く

の
友
人
と

の
年
１
回
の

況
交
流
も
捨

て
が
た
い
。
な
ら
、
今

一
度
再
起
動
し
よ
う
か
。

党県連合活動日話
12/2 市 民読者会
12/3 市 民と立憲野党の打合せ (武本)
12/10党 定例街宣 さんすて
12/11 日本原共闘会議(津山:宮田・武本)
12/16さよなら原発県実委 (武本)
12/2012月 期党常任幹事会
12/24党 定例街宣 マツキヨ前
12/27市 民と立憲野党の合同宣伝
12/28平 和推進協・運委(武本)
12/29新 報発送作業・事務所年末休み～

1.…i.?9終 年弾.4揮i独 体々

2026年 二1月 1日  社
会民主党全国達合機関紙宣伝局(毎適水発行)t議

鞭難皆監会遇抵花
(岡山胸  ZI縄 晶経rH魯忌暑岳岳開 辮 計匿懸ど

r r 」 = J レ ト デ F = E ] ∩ ∩   ■ ハ 命  中  1   ハ n r   命 力 n   「 「 Ⅲ ハ      _ 、 メ タ_ 一 , 一 と,   ‐  1  , 一

〒700-0976岡 山市】ヒ区辰 巳22-103 Tel,086-242-5510   発 行責任者 武本恒夫
http://www,sdp orjp/okayama/index.htmi  e一maiti shamin_okayama@fancy,ocn、ne」p

獲

【

壌 虫 r

2026///1///5

事務所はじめ

本年もよろしく

1/24(土)16:00マツキヨ前
市民と立憲野党合同宣伝

社民党サポーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み
httpst//sdp orjp/sdp―supporter/

1/14(水)17:30～さんすて前
1/28(水)17:30～マツキヨ前

社民党定例街宣


